
公共交通再編計画について

企画政策課

１ 公共交通再編計画について

(１) 再編目的

町営バスとスクールバスとの混乗利用により、効率的な運行を実施。町民の移動ニー

ズに応えるとともに、持続的な地域交通を構築する。

(２) 再編時期 令和４年４月

(３) 再編の概要(詳細は別添資料)

①町営バスの運行ルートを一部変更する。

・小中学生の通学に対応するため、一部のバスを平和まで延伸

・聖郷小、船上小を経由地に追加

・琴浦海岸線の利便性向上のため、トライアルにバス停を新設

②町営バスとスクールバスの混乗など効率的な運行により、全体台数を削減する。

③利用者の少ない一部のバスについて運行の見直し(減便及び予約運行への変更)

を行う。

(４) ８月月例報告からの変更点

・福永線は、日中を予約型バスとして継続運行する。８月時点では、日中の町営バス

は減便し、タクシー助成事業の対象とする計画としていた。

※車内アンケートの結果、福永線の減便に対する利用者の意見を受け、内容を変更

(５) 運行委託経費

・２社(日ノ丸自動車、田中商店)による運行を予定

(６) 今後の予定

・１２月 町営バス・スクールバスの債務負担(Ｒ４～Ｒ６)を上程

・１月～３月 関係者説明、運行契約締結、時刻表作成・配布

・４月 運行開始

項目 R3 委託料 R4 委託料(概算) R3 比較 債務負担(3 年)

運行委託料(全体) 120,450,698 円 105,221,227 円 △ 15,229,471 円 315,666 千円

















ととのうとっとり「とっとりサウナ CEA」の任命について

企画政策課

１ 「ととのうとっとり」とは

鳥取県の魅力である豊かな自然や温泉地、サウナ施設等を活用した誘客、観光振

興を図るため、鳥取県が進める取り組み。

「ととのう とっとり サウナ旅」をテーマとし、「とっとりサウナツーリズム」の

推進に取り組む。
※「ととのう とっとり サウナ旅」とは、サウナ環境(自然、No 密、温泉地、サウナ設備、

催し、熱波師)が整った鳥取県での癒しの旅のこと。

２ 琴浦町地域おこし協力隊 を CEA に任命

鳥取県が進めるサウナツーリズムの取り組みの一環として、サウナ内で入浴者に

熱風を送る「熱波師」として活動する、石黒明日香隊員(サウナネーム：五塔熱子)

を「とっとりサウナ CEA(最高経営アウフギーサー)」に任命。11 月５日に鳥取県庁

で平井知事より任命され、今後はサウナを通して鳥取県の魅力 PR に協力していく。

また、一向平キャンプ場内にある「ネイチャーサウナ」は鳥取県内でも特に注目

度が高く、県と連携して PR することで、サウナを求めて訪れる都市部からの誘客

や、ファンやリピーターとなってもらうことで関係人口の創出が期待できる。

３ 今後の予定

今後は、サウナと旅を掛け合わせたサウナツーリズムの観光プランなどを考案

し、発信していく予定。

写真：11月６日(土)日本海新聞掲載


